
⾐料・ファッション ⽊製品・⼯芸品 ⼈材育成・改善システム

【愛知県名古屋市】 ⽇本遺産 「有松のまち」

で400年綿々と続く伝統⼯芸「有松絞り」、東海

道の町並みを背景に絞りの産地を体感しませんか

【国の重要伝統的建造物保存地区】

「有松しぼり」は世界⼀絞り技法が多い絞り染めの産地と知られており、国の伝統的⼯芸品に指

定されています。江⼾時代には尾張藩の庇護のもと、将軍献上の⾼級品として珍重され、地域の

繁栄を⽀えてきました。 

有松の各所にある絞り⼯房では、ハンカチやスカーフなどの絞り体験も気軽に体験出来ます。ぜ

ひとも挑戦し「世界に⼀つだけの絞り」を素敵なお⼟産にして下さい。 

有松まちづくりの会「有松のまち」 

http://www.arimatsunomachi.com/

【⽇程】

⾒学箇所①〜⑨から選択ください。それ以外の施設、⻑期間の研修、視察も対応可能です。ご相

談ください。

【⾏程】

http://www.arimatsunomachi.com/


①有松・鳴海絞会館 【展⽰・絞り体験】

絞りの歴史資料や技術が実物を使い、わかりやすく展⽰されています。伝統⼯芸⼠による

絞実演も必⾒の価値あり。研修室では希望により絞り体験教室も開かれ、気軽に絞りの世

界を満喫できます。また、１階展⽰即売場は有松絞りのすべてを⼀堂に⾒ることができま

す。 

【絞り体験内容】 有松絞商⼯協同組合 

ハンカチ / テーブルセンター / のれん / エプロン / Tシャツ（⼥性⽤、男性⽤）/ ⼿ぬ

ぐい 

https://shibori-kaikan.com/

②有松⼯芸 【絞り体験】

【絞り体験内容】  

⼤判ハンカチ / ⼿ぬぐい / トートバッグ（⼩）（⼤）

③株式会社スズサン SUZUSAN 【絞り体験、⼯房】

suzusanのルーツは愛知県を⾛る東海道沿いの⼩さな町、有松にあります。この絞り染め

の産地で村瀬家は100年以上もの間代々伝統を守り続けてきました。現在5代⽬になる村

瀬家は、古（いにしえ）の技を今に伝えるだけでなく、類稀な⽂化遺産として未来に繋げ

るべく、受け継がれて来た無限の情熱と熟練の精細さと共に⼀つ⼀つ⼿仕事により⽇々新

たな伝統を作り出しています。 

【絞り体験内容】 

Aコース 約40分 

雪花絞り・スーパーボール絞り / ハンカチ / ⼿ぬぐい / 綿ローンストール / ⼦供・⼤⼈

Tシャツ 

Bコース 約2時間 

⼿筋絞り、⼿蜘蛛絞り、巻き上げ絞り、帽⼦絞り、杢⽬縫い絞り / ハンカチ / ⼿ぬぐい

/ 綿ローンストール / 綿ローンストール 

https://www.suzusan.com/

④有限会社絞染⾊ 久野染⼯場 【絞り体験】

久野染⼯場では、代々受け継がれてきた有松絞りの伝統技法を⽣かしながら新しい表現に

チャレンジし、ファッションだけではなくインテリア・アートなどのジャンルにも幅広く

進出しております。これまでにはイッセイミヤケ、ヨウジヤマモト、HYSTERIC

GLAMOUR、MEGMIURA、⼭内、ジュングループ、UNIQLOなどとのコラボレーショ

ンも⾏っております。 

【絞り体験内容】 

30分・1時間・2時間コース 

浴⾐づくりコース / 絞りテキスタイルワークショップ

https://shibori-zome.com/

https://shibori-kaikan.com/
https://www.suzusan.com/
https://shibori-zome.com/


⑤⼯房ゆはたや 【絞り体験】

絞りを中⼼にしてハンドメイドの商品の販売、体験メニューをご⽤意しています。ウール

のストールのワークショップはウールの縮絨（しゅくじゅう）をして、絞りの⽴体を残し

た加⼯後、ストールが出来上がってから、そのストールを⽌めるブローチをつくります。 

【絞り体験内容】 

⼿ぬぐい 雪花絞り / 藍染綿スカーフ / ウールストール絞り縮絨 

https://yuhataya.blogspot.com/

⑥株式会社⼭上商店 やまがみ絞り 【絞り体験、絞り製

品の製造、販売】

株式会社⼭上商店は伝統⼯芸「有松・鳴海絞り」の技法を活かし、アパレル、服飾雑貨な

どのオリジナル商品をトータルで製造・企画・提案しています。 

【絞り体験内容】 

⼿ぬぐい / スカーフ・コットンガーゼ / スカーフ・ウール 

http://arimatsu-shibori.com/

⑦早垣染⾊株式会社 【絞り体験】

写真は絞り染⾊業の早恒染⾊が⾏っているしぼり教室の模様です。教室は初級、上級に分

かれていて、年齢を問わず基本的なしぼりから創作しぼりまで学べます。 

【絞り体験内容】 

ハンカチ / ⼿ぬぐい / Tシャツ（⼥性⽤） / ストール 

⑧aigaeshi（アイガエシ） 【オリジナル絞り商品の販
売】

当店の絞りはすべて“メイド イン アリマツ”です。

江⼾時代から続く有松鳴海絞りを受け継ぎ、若い作り⼿の感性でひとつひとつ⼼をこめて

作り上げています。⼤切なあの⼈へ、頑張る⾃分へ「あい」がつまったaigaeshiの商品は

いかがですか。

⑨株式会社⽵⽥嘉兵衛商店 【絞り商品製造、販売】

⽵⽥嘉兵衛商店は代々「有松絞り」開祖の⽵⽥庄九郎翁より新しい技法を⼯夫、改良する

精神を受け継いで、他の産地を圧倒する数多くの新技法を次々と開発し続け、染織⼯芸⽂

化の華ともいうべき華麗な⾐裳美を咲かせてきました。現在は絹の振袖、訪問着、着尺の

製造、販売を主⼒商品として⼿がけています。 

http://www.takeda-kahei.co.jp/

【地域のおすすめ】

https://yuhataya.blogspot.com/
http://arimatsu-shibori.com/
http://www.takeda-kahei.co.jp/


町屋の紹介① 「⼩塚家住宅」

当住宅は、茶室の付く主屋、表倉、南倉などからなり、重厚広壮な有松の絞問屋の形態を

よくとどめており、改造も少なく、建築的にも優れ、歴史的にもまた町並み景観の上から

も貴重な建物です。 

主屋は、⽊造切妻造⼆階建、桟⽡葺、平⼊り、外壁および軒裏は塗籠漆喰塗で、⼀階は格

⼦窓、隣家との境に「うだつ」が設けられています。 

主屋に付く茶室は、⼤⾼の⻑寿寺⼭に在住した茶⼈下村⻄⾏庵(1833〜1916)の好みで、

明治中期に建てられたものとされています。 

⼩塚家が有松に移住した年代は、寛⽂年間（1661〜1673）といわれ、屋号を⼭形屋と

して明治期まで絞り問屋を営んでいました。それ以後は専⽤住宅として使⽤され現在に⾄

っています。 

建築年：⽂久２年頃（1862頃） 

名古屋市指定有形⽂化財（1992年） 

参考⽂献：「名古屋市⽂化財報告書」他 

現在の使⽤：住居

町屋の紹介② 「岡家住宅」

当住宅は、江⼾時代末期の建築で、当時は丸屋丈助の店として、⼩⽥切春江の錦絵にも描

かれています。 

敷地は奥⾏が深く、主屋は⽊造切妻造⼆階建、桟⽡葺、⼟庇付の建物で、⼆階窓は優美な

縦格⼦、塗篭漆喰塗になっています。お勝⼿の釜場の壁は、防⽕上の配慮から柱を巻き込

んで塗りこめられた⼟壁が、独特の波形を描いています。 

主屋の裏の敷地に、座敷、作業場、東倉、⻄倉が⽴ち並んでいます。有松の幕末における

典型的な町屋形態を⽰しています。 

建築年：江⼾時代末期 

名古屋市指定有形⽂化財（1987年） 

参考⽂献：「名古屋市⽂化財報告書」他 

現在の使⽤：住居

町屋の紹介③ 「⽵⽥家住宅」

⽵⽥家は、有松絞の開祖⽵⽥庄九郎の後裔で300年以上の伝統を持ち、有松における代表

的家系の⼀つです。 

江⼾末期における屋敷全体は、⼩⽥切春江によって描かれた俯瞰図でもうかがい知ること

ができ、正⾯外観の様⼦は、同じく春江の筆「尾張名所図絵巻之六」でも知られます。俯

瞰図の右上に描かれている「申々居」は、春江院（緑区⼤⾼町）に移築され現存してお

り、棟の⻤⽡には、家紋の菱印が認められます。 

主屋は、⽊造切妻造⼆階建、桟⽡葺、平⼊りですが、明治から⼤正にかけて屋根を上げ、

しっかりした２階形式にし、表側に下屋（庇）を付設し⼟庇にしたり、出格⼦窓を造り、

併せて、「申々居」移築あとの敷地に新たに書院が建造され、主屋と書院との間の間取り

も⼤幅に改築されています。また、屋敷内の南⽅に、築200年以上とされる茶室「裁松

庵」があります。 

同家の造りは、絞問屋としてはもとより、接客⽤としての性格も強く、右側の⾨や⽞関、

書院、茶室などはこれらを具体的に⽰すものです。外観の偉容は、全盛時代の有松の豪華

さを誇った代表的な建築の⾯影を偲ぶことが出来ます。 

建築年：江⼾期（主屋） 

名古屋市指定有形⽂化財（1995年） 

参考⽂献：「有松町並み調査報告書」 

現在の使⽤：絞り商



町屋の紹介④ 「中濵家住宅」

中濵家住宅は、有松東海道に⾯して建つ町屋で、主屋を中⼼に⻄側に⼟蔵、東側に塀・物

置と、有松の⼤規模な絞り問屋に⾒られる典型的な屋敷構えとなっています。建築⾯積

240㎡、⽊造、厨⼦（ツシ）2階建、切妻造桟⽡葺、平⼊りの商家で、1階は正⾯全体を

⽊格⼦で統⼀し、江⼾期の蔀⼾を採⽤せず、⾬⼾を⼊れたり出格⼦を採⽤し、内部には、

⼊⼝から裏⼝までの⽚⼟間式を採⽤しています。2階は、軒を出桁造とし、⾍籠窓を並

べ、⿊漆喰で塗籠めています。 

屋敷を囲む塀および⽯垣は、⻄側の塀は腰を杉⽪張りとし、東側は⼈の頭の⼤きさの⽟⽯

を積んだ擁壁が連続し、北側⼿越川⾯は切⽯を積み上げた精密な⻲甲積みの擁壁となって

います。明治時代に遡る遺構と考えられ、これら敷地境界の⽯垣も⼿越川沿いの歴史的景

観を形成する貴重な⼯作物となっています。塀に沿った⼭与遊歩道から塀、⽯垣が観察で

きます。 

建築年：明治中期頃 

国登録有形⽂化財（2008年） 

参考⽂献：「⽂化財ナビ愛知」 

現在の使⽤：絞り商

町屋の紹介⑤ 「服部豊家住宅」

服部豊家は、寛政2年（1790）向かいにある⼤井桁屋から分家し、創業した絞問屋で、

屋号を井桁屋といいます。屋敷地は、有松東海道に⾯し広い間⼝を有し、中央部に２階建

の主屋を配し、井⼾屋形、⼟蔵、⾨など併せて11棟が県指定⽂化財となっています。有

松の有⼒な絞問屋の屋敷構の典型として価値のある遺構となっています。 

主屋は、切妻造り、２階建、桟⽡葺、１階には格⼦をはめ、２階は⿊漆喰の塗籠造りで屋

根両妻にうだつを上げています。 

主屋の⻄は、往還沿いに塀を構え、⾨を⼊ると座敷が建っています。明治30年（1877）

頃、久⽥流の師匠であった⻄⾏庵の指導のもと建造されたもので、欄間や床の間などに趣

向を凝らす端正な数寄屋⾵書院です。 

敷地背⾯には、⽶蔵、味噌蔵、⼥中部屋、⻑屋⾨、裏座敷、藍蔵等が連続して建っていま

す。これらの⼟蔵は、⽩漆喰の塗籠造りで、中庭側の腰は海⿏壁、外側は下⾒板張として

います。藍倉、⽶蔵は、敷地段差を利⽤した三階建てとなっていて、開⼝部に格⼦を⼊れ

た北側の外観は城郭の櫓を思わせます。 

主屋背⾯には、⼆階建ての宝蔵倉が建ち、宝蔵倉は他の蔵より⼀段棟が⾼い⼟蔵で主屋と

同じ⿊漆喰仕上げです。 

有松の有⼒な絞り問屋の屋敷構えを建築的に特徴づけるものは、間⼝の⼤きな敷地の中

に、絞りの原材料製品のための蔵、接客⽤の座敷などが⽴ち並ぶ構成といえますが、服部

豊家はその典型といえ、よく保存された屋敷構え全体が価値あるものです。 

建築年：⽂久元年（1861年） 

愛知県指定有形⽂化財（1964年） 

参考⽂献：「⽂化財ナビ愛知」 

現在の使⽤：絞り商



町屋の紹介⑥ 「服部良也家住宅・倉」

服部良也家は、服部家（井桁屋）から明治時代に東隣に分家した家柄です。この主屋の⻄

側に建つ⼟蔵は、分家に際して服部家（井桁屋）から服部家（井桁⼀）に譲られたもの

で、県指定の⽂化財となっています。 

倉は、⼆階建、切妻造、桟⽡葺で、建造は江⼾末期と⾒られています。妻を東海道側に向

けて⽴ち、１階・２階の各１ヶ所に窓を開いています。切⽯の⼟台の上に建ち、⽩漆喰の

塗籠造、腰を海⿏壁とする外観は、⻄隣の服部孫兵衛家の表倉と⼀連のものとして調和し

ており、東海道沿いの景観要素として貴重です。 

主屋建築年：明治28年（1895年） 

倉建築年：江⼾末期 

愛知県指定重要⽂化財（1987年） 

参考⽂献：「⽂化財ナビ愛知」 

現在の使⽤：住居

町屋の紹介⑦ 「棚橋家住宅」

棚橋家住宅は、間⼝の広い⼤店（おおだな）が続き重厚な町並みを形成する有松におい

て、その由来にふさわしい規模と構成を今⽇に伝える遺構であり、町並みを形成する重要

な景観要素となっています。 

建物は、有松を代表する絞り問屋服部家住宅の遺構であり、分家した服部孫兵衛家が「井

桁屋」の屋号としたので、本家は「⼤井桁屋」と呼ばれています。 

⼤井桁屋服部家と棚橋家との関係は、昭和7年（1932）、名古屋医科⼤学の医局から派

遣された棚橋⿓三⽒が有松で開業することになり、空家となっていた⼤井桁屋服部家の建

物で開業したことに始まります。昭和25年（1950）、棚橋家は服部家から屋敷地を購

⼊、⿓三⽒逝去後の昭和63年(1988)に医院は有松駅北へ移転したが、建物は旧状を維持

しています。 

主屋は、有松東海道に北⾯して建ち、ツシ２階建、桟⽡葺、平⼊の町屋です。前⾯２階は

塗籠で、格⼦窓と壁を交互に配する構成で、１階は東半分を⼟庇としています。また、側

⾯妻壁は塗籠としています。 

建物前⾯のセミ廻りの内部は、医院時代、また以後の住宅としての改変があり、診療室と

しえ使⽤するために天井は⼤引きを撤去して⾼く張り直していますが、地下には旧状を残

しています。２階はツシ２階の形状で、物置となっています。⼩屋組みは和⼩屋で、全⾯

の梁は登梁状に湾曲した材を架けています。（「⽊造ツシ２階建」のツシとは、「厨⼦」

と書き、天井の低い屋根裏部屋のことを表します） 

建築年：明治8年（1875年） 

国登録有形⽂化財（2009年） 

参考⽂献：「⽂化財ナビ愛知」 

現在の使⽤：住居



INFORMATION

開催期間 2021年01⽉13⽇〜2025年12⽉31⽇

お問い合わせ 事務局：株式会社⽵⽥嘉兵衛商店 

〒458-0924 愛知県名古屋市緑区有松1802番地 

TEL： 052-623-2511 

http://www.arimatsunomachi.com/

所要時間 8時間程度

対象年齢 10歳〜70歳

最少催⾏⼈数 5⼈

受⼊最⼤⼈数(募集⼈員) 20⼈

⾬天時対応 可

事前予約 要

予約受付期限 3⽇前17:00まで

(PDF印刷)

https://www.nihon-kankou.or.jp/industrial-study-tourism/aichi/arimatsu/documents/aichi_arimatsu.pdf

